
                            

                            

                            

                            

   

  

南那須地域医療を守る会ニュース   ２０１３年４月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
は
、

介
護
や
福
祉
と
の
垣
根
を
越
え
た

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
、
昨
年

１１
月
当
会
（
南
那
須
地
域
医
療
を

守
る
会
）
主
催
で
、
各
分
野
の
専

門
家
が
意
見
を
交
換
す
る
パ
ネ
ル

討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
関
口
忠
司
氏

（
那
須
南
病
院
長
）、
本
間
真
二
郎

氏
（
七
合
診
療
所
長
）、
横
山
孝
子

氏
（
訪
問
看
護
管
理
者
）、
稲
葉
節

子
氏
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
師
）、
郡
司
正
幸
氏
（
那
珂
川

町
健
康
福
祉
課
長
）
の
各
氏
に
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
し
て
い
た
だ

い
た
網
野
榮
氏
（
那
須
烏
山
市
健

康
福
祉
課
長
）
に
寄
稿
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

——

「
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進

展
に
よ
り
、
介
護
や
医
療
が
必
要

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
、
福
祉
、

介
護
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

在
宅
療
養
の
体
制
づ
く
り
は
急
務
で

あ
る
。 

 

日
本
は
『
国
民
皆
保
険
』
の
も
と
、

高
水
準
の
医
療
・
介
護
制
度
を
確
立

し
、
世
界
に
冠
た
る
長
寿
国
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
入
院
医
療
・
施
設
介

  

益
子
町
の
救
急
医
療
を
考
え
る  

  
 -

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の 

 
 
 
 

「
地
域
医
療
」
を
目
指
し
て-

 
県
主
催
の
地
域
医
療
の
討
論
会

が
２
月
益
子
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
の
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

宮
崎
県
延
岡
市
の
「
宮
崎
県
北

地
域
医
療
を
考
え
る
会
」
事
務
局

長
の
福
田
政
憲
氏
の
基
調
講
演

は
、『
延
岡
市
の
地
域
医
療
を
守
る

条
例
』
が
、
全
国
に
先
立
ち
制
定

さ
れ
る
ま
で
の
経
過
か
ら
現
在
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。 

条
例
は
、
地
域
医
療
の
根
幹
と

し
て
の
「
市
の
責
務
」、「
市
民
の

責
務
」、「
医
療
機
関
の
責
務
」
を

明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互

理
解
に
よ
る
地
域
社
会
づ
く
り
目

指
し
て
い
る
延
岡
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
市
民
の
責
務
に
つ
い

て
の
周
知
活
動
の
大
切
さ
を
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
パ
ネ
ラ
ー
の
芳
賀
赤

十
字
病
院
長
、
自
治
医
科
大
学
付

属
病
院
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
長
、

救
急
医
療
を
受
診
し
た
住
民
の

方
々
に
よ
り
、
救
急
医
療
の
現
状

と
要
望
等
が
討
論
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
で
も
、
救
命
セ
ン
タ
ー
に
安

易
に
受
診
さ
れ
る
患
者
が
多
い
現

状
が
報
告
さ
れ
、
重
篤
の
救
命
に

支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
警
鐘

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

    

＾
＾
＾
＾
＾
＾
〜
〜
〜
〜 

 
 

 

 

 

護
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
、
自
宅
で

死
亡
す
る
人
（
看
取
り
の
場
所
）
の

割
合
は
、
昭
和
２５
年
の
８０
％
か
ら
現

在
は
１２
％
に
ま
で
低
下
し
た
。
反

面
、
国
民
の
６０
％
が
自
宅
で
の
療

養
・
介
護
を
望
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。 

 

今
回
の
パ
ネ
ル
討
論
会
を
通
し

て
、
南
那
須
地
域
に
は
何
が
あ
り
、

何
が
足
り
な
い
の
か
、
在
宅
医
療
・

介
護
を
考
え
る
上
で
非
常
に
有
意

義
で
あ
っ
た
。」 

 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜  

 

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
は 

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
垣
根
を
越
え
た
取
り
組
み
を 

 
 

——
 

各
分
野
の
専
門
家
で
パ
ネ
ル
討
論
会 

——
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第
４
回 

定
期
総
会
と
映
画
会
の
ご
案
内 

 

◆ 

日
時 

６
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
半
よ
り 

◆ 

場
所 

烏
山
公
民
館
２
階 

〈
総
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉 

 
 

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

映
画
「
医
す
者
と
し
て
」 

 
 

３
時
３０
分
〜
４
時 

 
 

講
演
・
鈴
木
正
義
氏
（
制
作
監
督
） 

 
 

４
時
〜 

 
 
 
 
 

 

総
会 

 

 

（
映
画
と
講
演
は
会
員
以
外
の
方
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
） 

 

講
師 

中
村
好
一
先
生
（
自
治
医
科
大
地
域
医
療
学
セ
ン 

タ

ー
公
衆
衛
生
学
部
門
教
授
） 

 

 

演
題 

「
こ
の
地
で
健
や
か
に
・
楽
し
く
生
き
る
た
め

に
〜
疫
学
の
立
場
か
ら
」 

映像と証言で綴る農村医療の戦後史―佐久総合病院の６０年間の記録 

記録映画「医す者として」 
 長野県の佐久総合病院は、戦後間もない頃から、周辺の農山村への「出

張診療」や「全村健康管理」を全国に先駆けて行い、又、健康への啓

蒙活動として「演劇」や「病院まつり」など、医療と福祉の垣根を越

えた「高度専門医療と地域密着医療」の活動を展開してきました。  

 そうした病院のあらゆる取り組みをフィルムに記録し続けてきた院

内映画部の貴重なフィルムが、当時を知る人々、現代の病院関係者ら

の証言とともに、未来に向けた映画としてよみがえりました—— 

 

 

 医者が出前したっていいじゃないか 

 

 

い
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南那須地域医療を守る会ニュース   ２０１３年４月１日 

 

会
の
活
動
い
ろ
い
ろ 

● 

病
院
周
辺
清
掃
活
動 

 

７
月
と
１１
月
、
朝
７
時
よ
り
那

須
南
病
院
周
辺
の
草
む
し
り
と
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

関
口
院
長
を
は
じ
め
病
院
職
員

や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

が
一
丸
と
な
っ
て
、
草
を
む
し
っ

た
り
、
木
の
剪
定
を
し
た
り
し
て

綺
麗
に
な
っ
た
病
院
周
辺
を
見
る

の
は
、
ス
ッ
キ
リ
し
て
気
持
の
い

い
も
の
で
し
た
。 

 

今
年
度
も
年
２
回
実
施
す
る
予

定
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
願
い

ま
す
。 

           

● 

病
院
内
作
品
展
示
企
画 

 

病
院
内
展
示
も
各
団
体
の
ご
協

力
を
頂
き
、
早
い
も
の
で
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。 

 

「
待
ち
時
間
、
心
が
安
ら
ぎ
ま

す
。」「
元
気
を
頂
き
ま
し
た
」
と

患
者
さ
ん
の
声
！
出
展
さ
れ
た
方

達
か
ら
は
、「
又
、
展
示
し
て
頂
け

る
よ
う
学
ぶ
意
欲
が
出
ま
し
た
」

な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
の
お
言
葉
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

 

手
作
り
の
作
品
お
持
ち
の
方
、

サ
ー
ク
ル
等
是
非
ご
協
力
下
さ
い
。 

● 

福
祉
ま
つ
り
で
Ｐ
Ｒ
活
動 

 

那
珂
川
町
の
福
祉
ま
つ
り
（
１０

月
２０
日
）
と
那
須
烏
山
市
の
健
康

福
祉
ま
つ
り
（
１１
月
４
日
）
に
参

加
し
、
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

更
に
、
救
急
救
命
士
に
よ
る
「
心

肺
蘇
生
法
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
」
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
、
小
・
中
学
生
や
家

族
連
れ
な
ど
多
数
集
ま
り
、
積
極

的
に
救
急
救
命
士
の
ご
指
導
を
受

け
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

  

 

 

 

「
南
那
須
地
域
医
療
を
守
る
会
」
の
活
動
に 

   

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
が
、
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々
の 

 
 

会
費
で
、
会
の
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

た
だ
今
、
新
年
度
の
会
員
募
集
中
で
す
！ 
    

 

２回実施した那須南病院周辺清掃活動 

 

 

 

 

 

 

那
須
南
病
院
の
職
員
紹
介 

 

 

 

その２ 

 

 いろいろな団体、個人の協力で 

 １ヶ月毎に展示を変更してます 

 

＊
出
身
地 

足
利
市 

＊
趣 

味 

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、

写
真 

＊
那
須
南
病
院
の
良
い
と
こ
ろ 

 

２４
時
間
救
急
対
応
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
救
急
輪
番
制
と
は
言

い
つ
つ
、
当
地
域
に
は
当
院
し
か
病

院
が
な
い
た
め
、
３
６
５
日
当
院
が

２
次
救
急
対
応
（
必
要
な
ら
入
院
が

可
能
な
救
急
対
応
）
し
て
い
ま
す
。 

 

当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
地
域
の

人
口
規
模
で
は
こ
の
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
る
地
域
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
基
本
的

に
救
急
医
療
は
不
採
算
部
門
で
す

が
、
地
域
の
方
々
の
安
心
の
た
め
に

は
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。 

       

宮澤保春病院副院長 

勤務年数 １６年 

 

小林為音子副看護部長 

勤務年数 ２３年 

 

＊
出
身
地 

大
田
原
市 

＊
趣 

味 

寝
る
こ
と
、
食
べ
る
こ

と 

＊
那
須
南
病
院
の
良
い
と
こ
ろ 

 

風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
と
答
え
る

の
は
気
が
引
け
ま
す
が
・
・
・
患
者

様
に
癒
し
の
空
間
を
提
供
す
る
の

も
病
院
の
大
切
な
役
割
と
す
る
な

ら
、
外
部
環
境
も
重
要
な
要
素
と
な

り
ま
す
。
さ
て
、
病
院
で
働
い
て
い

る
と
日
々
色
々
な
事
が
あ
り
ま
す
。

思
い
出
に
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
が

残
り
ま
す
が
日
常
は
… 

 

そ
の
よ
う
な
時
は
「
仕
事
の
中
に

苦
し
み
を
見
つ
け
た
時
こ
そ
、
人
を

成
長
さ
せ
る
力
が
あ
る
」
と
い
う
日

野
原
重
明
先
生
の
言
葉
が
力
を
与

え
て
く
れ
て
い
ま
す 

 

 

２
０
１
１
年
に
原
因
ウ
イ
ル
ス

が
特
定
さ
れ
た
「
重
症
熱
性
血
小

板
減
少
症
候
群
（SFTS

）」
が
、
国

内
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。SFTS

ウ

イ
ル
ス
を
持
つ
〝
マ
ダ
ニ
〟
に
咬

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

感
染
し
た
場
合
、
潜
伏
期
間
６

日
～
１４
日
を
経
て
、
３８
度
以
上
の

発
熱
と
消
化
器
系
の
症
状
（
吐
き

気
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、
食
欲

低
下
等
）
が
出
現
し
ま
す
。
こ
の 

 

〝
マ
ダ
ニ
〟 

 

に
ご
注
意 

 
 

ほ
か
、
頭
痛
・
筋
肉
痛
・
神
経
症

状
・
リ
ン
パ
節
腫
張
・
呼
吸
器
症

状
・
出
血
症
状
な
ど
も
認
め
る
こ

と
が
あ
り
、
致
死
率
は
１０
〜
３０
％

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

治
療
は
対
処
療
法
が
中
心
で
有

効
な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ

ダ
ニ
は
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の

屋
外
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
所
で
は
、
長
袖
の
服
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴

な
ど
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
な

く
し
て
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ

う
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

 年会費 

1,000円 


